これより、令和3年度玉野市地域密着型サービス等集団指導、青ほん編を開催いたします。

受講にあたって、介護報酬の解釈の１、単位数表編、通称青ほんをご用意ください。
また、ホームページへ掲載しています、集団指導の資料もご用意ください。
同時並行的に御説明しますので、説明時には、それぞれの該当ページを広げてくださいますようお願いします。

次第については、赤ほん編に同じですので、省略いたします。

まず、青ほんの８５ページをお願いします。
８５ページは、居宅介護支援を例にしました、介護報酬の算定構造です。
各加算のページ数を把握する場合など、目次として、よく利用します。
また、総合事業のうち、従前相当サービス、つまり、介護予防訪問介護相当サービスと、介護予防通所介護相当サービスについても、算定構造が掲載されています。

次に、青ほんの１１２ページをお願いします。
１１２ページは、定員超過、人員欠如、夜勤体制の取扱いのあらましです。
重要な項目ですので、後に必ず御確認ください。
青ほんの１１３ページの上側をお願いします。
１１３ページは、災害や虐待の受入れ時は、減算が１月遅れの取扱いとなります。
また、ここへ示されていない人員基準違反や運営基準違反についても、処分の対象となることから、法令や基準を遵守してください。

青ほんの７０２ページをお願いします。
７０２ページは、具体的にグループホームの例で、減算に係る告示の該当箇所をみていきます。
左側の、注１の、下から４行目を読み上げます。なお、利用者の数又は従業者の員数が別に厚生労働大臣が定める基準に該当する場合は、別に厚生労働大臣が定めるところにより算定する。
厚生労働大臣が定める、とは何か、と考えると思います。
右の青字を御覧ください。へい１２こく２７、通所介護費等の算定方法八により減算と書かれています。これは、厚生労働大臣が定める利用者等の数の基準及び看護職員等の員数の基準並びに通所介護費等の算定方法、平成12年厚生労働省告示第２７号を示しています。緑ほんに全文が掲載されています。緑ほんの７６１ページの八です。内容は、先程の定員超過、人員欠如、夜勤体制の取扱いのあらましと同じです。
そして、別に厚生労働大臣が定めるところにより算定する、とは、指定地域密着型サービスの留意事項通知です。青ほんの５６４ページの留意事項通知の括弧６を示しています。資料1にも例示していますので、後ほど御確認ください。

次に、青ほんの１２４ページをお願いします。
同時に資料１をお願いします。
告示・通知等の整理です。
指定居宅サービスの介護報酬の通則の左側は、報酬告示、告示名は、指定○○に要する費用の額の算定に関する基準です。
ページを開いた右側の青枠は、留意事項通知、通知名は、指定○○の制定に伴う実施上の留意事項についてです。
その他にも、厚生労働大臣が定める○○など、多くの通知情報が、集約されて青ほんへ掲載されています。
赤ほん編で御説明しましたが、介護保険制度の改正は、告示、留意事項通知、厚生労働大臣が定めるマルマルごとに改正されますので、加算一つをとっても、改正情報を把握することに時間を要します。
ここで、いったん音声を終了します。
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